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○
唱
題
成
仏
を
考
え
る
基
本
的
前
提
に
つ
い
て

　
現
代
の
視
線
で
は
、「
成
仏
」
と
は
成
仏
と
い
う
状
態
、
も
し
く
は
成
仏
の
体
験
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
思
想
信
条
に
よ
っ
て
観
念
的
に

扱
え
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
が
「
唱
題
成
仏
」
を
考
え
る
私
の
実
践
的
立
場
で
あ
る
。

　
こ
の
立
場
を
総
括
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
か
つ
て
、
日
本
の
仏
教
は
明
治
新
政
府
が
発
令
し
た
宗
教
施
策
の
大
幅
な
改
正
（
弾

圧
）
に
よ
っ
て
、
経
済
基
盤
を
支
え
た
広
大
な
寺
領
は
没
収
さ
れ
（
上
げ
地
令
）、
禁
止
さ
れ
て
い
た
肉
食
妻
帯
も
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
で

出
家
は
形
骸
化
し
（
僧
尼
令
廃
止
）、
僧
侶
の
養
成
機
関
だ
っ
た
栴
檀
林
も
宗
門
大
学
に
よ
っ
て
西
欧
化
さ
れ
（
大
教
院
制
）、
そ
れ
ま
で

「
行
学
二
道
」（
日
蓮
）、「
行
学
一
体
」（
道
元
）
に
よ
っ
て
伝
承
し
て
い
た
仏
教
の
営
み
が
、
哲
学
（
観
念
論
）
と
し
て
の
仏
教
、
す
な

わ
ち
仏
教
学
（Buddhist Studies

）
へ
と
大
き
く
変
貌
し
た
。
現
在
、
私
た
ち
は
こ
の
視
点
で
仏
教
を
見
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
仏
教
は
仏
陀
釈
尊
が
説
か
れ
た
教
え
と
同
時
に
、
私
た
ち
が
仏
陀
に
な
る
道
、
成
仏
の
道
で
も
あ
る
。
こ
こ
に
仏
教
と
他

宗
教
（
主
に
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
）
と
の
本
質
的
な
違
い
が
あ
る
。
古
来
、
仏
教
を
、
仏
教
と
は
呼
ば
ず
に
、
お
お
む
ね
仏
道
と
称
し
た
理

由
が
あ
る
。
そ
し
て
仏
道
と
い
え
ば
、
当
然
、
仏
道
修
行
と
熟
語
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
教
を
わ
れ
わ
れ
自
ら
の
も
の
と
し
、
修
行
面
、
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実
践
面
で
把
握
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
実
践
原
理
が
「
止
観
」
で
あ
る
（
関
口
真
大
編
『
天
台
止
観
の
研
究
』、
一
九
七
五
年
）。
こ
こ

で
い
う
実
践
面
の
把
握
と
は
、
ま
さ
に
止
観
を
実
習
す
る
修
行
者
の
瞑
想
体
験1

※

の
こ
と
で
あ
る
。
瞑
想
体
験
と
は
観
念
的
な
言
葉
で
は
な

く
、
釈
尊
が
目
指
し
た
解
脱
へ
の
道
の
り
、
仏
道
の
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
四
〇
年
、
い
ま
欧
米
か
ら
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
（m

indfulness

）
と
称
し
、「
止
観
」
を
実
践
原
理
と
す
る
瞑
想
技
術
が
日

本
に
逆
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
現
代
社
会
の
要
請
に
応
え
る
「
ス
ト
レ
ス
解
消
」
と
い
う
瞑
想
体
験
を
目
指
し
て

い
る
。
こ
の
瞑
想
技
術
は
上
座
部
仏
教
の
伝
統
的
な
「
止
観
」（
梵
：
シ
ャ
マ
タ
・
ヴ
ィ
パ
シ
ャ
ナ
ー
、
巴
：
サ
マ
タ
・
ヴ
ィ
ッ
パ
サ
ナ
）

を
基
礎
に
、
ブ
ッ
タ
へ
の
帰
依
や
礼
拝
と
い
う
宗
教
儀
礼
を
廃
し
、
心
理
療
法
へ
と
応
用
実
践
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
マ
イ
ン
ド
フ

ル
ネ
ス
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
「
ス
ム
ル
テ
ィ
」、
パ
ー
リ
語
の
「
サ
テ
ィ
」、
漢
訳
の
「
念
・
憶
念
」
の
英
訳
で
、「
気
づ
き
」
の
こ

と
で
あ
る
。
仏
教
の
瞑
想
技
術
で
は
、
こ
れ
を
四
念
処
（
巴
：
チ
ャ
ッ
タ
ー
ロ
・
サ
テ
ィ
パ
ッ
タ
ー
ナ
ー
）
と
呼
び
、
身
体
、
感
覚
、
意

識
、
真
理
の
四
つ
の
気
づ
き
に
よ
っ
て
、
観
念
的
な
思
惟
を
離
れ
て
自
分
の
意
思
（
マ
ナ
ス
）
に
気
づ
く
瞑
想
体
験
の
こ
と
で
あ
る
。

　

　
呼
吸
に
意
識
を
注
意
集
中
し
な
が
ら
（
止
）、
そ
の
あ
い
だ
に
何
が
起
こ
る
か
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
観
）、
観
念
的
な
思
惟
を

離
れ
「
今
こ
の
瞬
間
」
に
気
づ
く
、
こ
れ
が
瞑
想
体
験
で
あ
る
。
こ
の
体
験
に
よ
っ
て
心
身
を
苛
む
ス
ト
レ
ス
（
煩
悩
）
か
ら
離
れ
る
の

で
あ
る
（
ジ
ョ
ン
・
カ
バ
ッ
ト
・
ジ
ン
「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
基
づ
い
た
ス
ト
レ
ス
緩
和
法
〔M

BSR

〕」、
一
九
七
九
年
）。

　
こ
の
よ
う
な
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
観
念
的
に
語
ら
れ
て
き
た
仏
教
が
、
瞑
想
体
験
と
し
て

評
価
さ
れ
は
じ
め
た
。
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
瞑
想
体
験
を
仏
教
文
献
（
観
念
）
か
ら
ど
う
読
み
取
る
か
と
い
う
仏
教
学
の

体
験
的
な
再
構
築
で
あ
る
。
こ
れ
が
私
の
実
践
的
立
場
で
も
あ
る
。

○
瞑
想
体
験
は
実
践
的
立
場
で
解
説
す
べ
き

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
実
践
的
立
場
か
ら
「
唱
題
成
仏
」
を
概
観
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、「
唱
題
成
仏
」
に
つ
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い
て
、
私
た
ち
は
日
蓮
聖
人
の
お
言
葉
に
よ
っ
て
そ
れ
を
信
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、
自
分
自
身
に
お
い
て
成
仏
し
て
い
る
と
い
う
自
覚
は

な
い
。
こ
れ
は
「
唱
題
成
仏
」
が
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
事
柄
だ
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
私
た
ち
は
唱
題
に
よ
っ
て
慈
愛
と
い
う
健
康
的
な
情

動
（
菩
薩
界
）
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
唱
題
に
よ
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
体
験
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
「
唱
題
成
仏
」

を
考
え
る
と
き
、
私
た
ち
は
唱
題
に
よ
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
体
験
に
よ
っ
て
、
成
仏
を
志
向
し
、
成
仏
へ
の
信
行
が
生
ま
れ
る
。
こ

こ
に
動
機
と
し
て
教
化
学
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
現
代
社
会
に
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
受
容
さ
れ
た
理
由
で
あ
る
。

　
い
ま
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
事
柄
と
い
い
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
体
験
と
い
い
、
教
化
学
と
い
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
取
り
立
て

て
新
し
い
論
議
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
こ
の
議
論
の
発
端
は
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
（
以
下
現
宗
研
）
設
立
の
昭
和
三
十
九
年
以
前
に

さ
か
の
ぼ
る
。
昭
和
二
十
六
年
に
は
じ
ま
る
創
価
学
会
の
折
伏
大
行
進
、
本
宗
教
師
と
創
価
学
会
員
に
よ
る
小
樽
問
答
、
さ
ら
に
昭
和
三

十
九
年
（
戸
田
城
聖
七
回
忌
）
に
創
価
学
会
は
五
百
万
信
徒
達
成
し
、
政
治
団
体
「
公
明
党
」
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
創
価
学
会

と
日
蓮
宗
の
そ
の
時
代
の
動
向
を
比
較
す
る
と
、
創
価
学
会
は
お
題
目
を
幸
福
製
造
機
と
称
し
ご
利
益
を
追
求
し
、
日
蓮
宗
は
そ
の
教
学

の
是
非
論
（
教
学
批
判
）
に
始
終
し
て
い
た
。
そ
の
結
末
は
ご
利
益
を
追
求
し
た
創
価
学
会
は
大
躍
進
し
、
教
義
の
是
非
論
で
教
線
は
拡

大
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
日
蓮
宗
は
現
代
の
社
会
問
題
に
対
応
す
べ
く
現
宗
研
を
設
立
し
、
教
義
の
是
非
論
で
は
な
く
、
現
代
教
学
、
教

学
の
現
代
化
、
い
わ
ゆ
る
「
教
化
学
」
の
確
立
を
目
指
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　
具
体
的
に
言
え
ば
、
も
う
創
価
学
会
が
折
伏
大
行
進
を
展
開
し
た
時
点
か
ら
、
唱
題
に
よ
る
ご
利
益
の
追
求
、
信
行
活
動
な
ど
の
瞑
想

体
験
を
教
義
な
ど
の
思
想
信
条
に
よ
っ
て
批
判
し
て
も
、
人
々
を
説
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
唱
題
成
仏
な

ど
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
事
柄
を
ど
の
よ
う
に
解
説
し
て
も
無
自
覚
（
無
意
識
）
で
は
証
明
に
な
ら
な
い
。
ま
た
「
信
之
勿
令
疑
惑
」
と
日

蓮
聖
人
の
聖
言
を
引
用
し
て
も
、「
以
信
代
慧
」
と
「
信
」
を
強
調
し
よ
う
と
も
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
体
験
（
気
づ
き
）
が
な
け
れ

ば
、「
唱
題
成
仏
」
し
た
い
と
い
う
動
機
が
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
教
化
学
と
い
う
総
論
を
離
れ
て
、「
唱
題
成
仏
」
と
い
う
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
事
柄
と
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
体
験
か
ら
論
ず
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る
と
き
、
そ
の
中
心
的
な
課
題
は
「
一
念
三
千
」
の
理
解
で
あ
る
。
こ
の
一
念
三
千
は
天
台
大
師
に
と
っ
て
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
体
験

を
法
華
思
想
（
百
界
・
千
如
是
・
三
世
間
）
で
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
蓮
聖
人
の
一
念
三
千
は
、
法

華
思
想
と
し
て
表
現
さ
れ
た
天
台
大
師
の
体
験
を
唱
題
（
観
心
）
に
よ
っ
て
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
体
験
（
観
心
者
観
我
己
心
見
十
法

界
）
と
し
て
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
ま
ず
天
台
大
師
の
一
念
三
千
（
体
験
と
し
て
の
思
想
）
を
理
解
し
、
続
け
て
日
蓮

聖
人
の
一
念
三
千
（
思
想
と
し
て
の
体
験
）
を
理
解
し
「
唱
題
成
仏
」
を
考
え
て
み
た
い
。

○
天
台
大
師
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

　
日
蓮
聖
人
の
『
観
心
本
尊
鈔
』
は
、
天
台
大
師
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
体
験
『
摩
訶
止
観
』（
己
心
中
所
行
法
門
）
の
「
介
爾
も
心

あ
れ
ば
即
ち
三
千
を
具
す2

※

」
を
受
け
て
は
じ
ま
る
。
ま
さ
に
こ
れ
は
日
蓮
聖
人
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
書
で
あ
る
。

　
天
台
大
師
は
「
一
念
三
千
」
を
仏
教
心
理
学
の
「
陰
入
界
」
で
解
説
す
る
。「
陰
入
界
」
と
は
、（
五
）
陰
、（
十
二
）
入
、（
十
八
）
界

の
こ
と
で
、「
五
陰
」
に
よ
る
陰
妄
の
一
念
（
心
）
の
成
立
を
龍
樹
菩
薩
の
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
を
引
用
し
体
系
的
に
解
説
し
た
。
こ
れ

は
そ
の
当
時
の
仏
教
心
理
学
説
に
沿
っ
た
解
説
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
概
観
す
れ
ば
、
五
陰
の
一
念
は
、
色
・
受
・
想
・
行
・
識
の
こ
と
だ
と
い
う
。
そ
の
一
念
は
感
覚
器
官
と
し
て
の
六
根
（
眼
・

耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
）
と
そ
れ
に
対
応
す
る
六
境
（
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
〔
分
別
〕）
の
十
二
入
に
よ
っ
て
感
じ
ら
れ
る
世
界

と
、
さ
ら
に
六
根
に
対
応
す
る
六
識
（
眼
識
・
耳
識
・
鼻
識
・
舌
識
・
身
識
・
意
識
）
と
い
う
意
識
の
世
界
（
十
八
界
）
に
よ
っ
て
成
立

す
る
。
つ
ま
り
、
五
陰
に
よ
る
一
念
の
成
立
過
程
を
十
二
入
、
十
八
界
に
よ
っ
て
体
系
的
に
解
説
し
て
い
る3

※

。

　
続
け
て
、
天
台
大
師
は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
体
験
を
「
五
陰
」
に
よ
っ
て
詳
細
に
解
説
す
る
。
自
我
意
識
は
、
四
陰
（
記
憶
連
鎖
・

名
色4

※

）
が
識
陰
（
マ
ナ
ス
）
の
鏡
に
映
る
こ
と
で
成
立
す
る
。
そ
し
て
、
五
陰
に
よ
っ
て
生
起
す
る
自
我
意
識
そ
の
も
の
が
、
煩
悩
だ
と
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い
う
。
そ
れ
は
文
献
学
的
な
理
解
で
も
、
四
陰
が
識
陰
に
映
っ

て
生
ず
る
意
識
（
識
、
ヴ
ィ
・
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
）
は
、「
ヴ
ィ
」

（
分
離
）
＋
「
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
」（
智
慧
）
は
世
俗
の
知
識
の
こ

と
、
そ
れ
は
分
別
の
こ
と
だ
か
ら
「
迷
妄
の
一
念
」
で
あ
る

（
図
一
）。

　
さ
ら
に
「
止
観
」
に
よ
っ
て
迷
い
の
意
識
状
態
か
ら
、
四
陰

（
記
憶
連
鎖
）
と
識
陰
と
に
分
離
す
る
過
程
を
示
し
「
い
ま
ま

さ
に
丈
を
去
っ
て
尺
に
就
き
尺
を
去
っ
て
寸
に
就
き
、
色
等
の

四
陰
を
置
い
て
た
だ
識
陰
を
観
ず
べ
し
。
陰
識
と
は
心
こ
れ
な

り
。」
と
い
う5

※

。
こ
れ
は
粗
雑
な
意
識
状
態
か
ら
、
よ
り
微
細

な
意
識
状
態
へ
と
観
察
し
て
ゆ
く
と
、
記
憶
連
鎖
の
四
陰
で
は

な
い
、
識
陰
の
認
知
主
体
（
マ
ナ
ス
）
そ
の
も
の
に
な
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
体
験
を
記
憶

連
鎖
に
翻
弄
さ
れ
た
意
識
状
態
（
煩
悩
）
か
ら
分
離
さ
れ
た
体

験
を
不
可
思
議
の
境
地
（
無
意
識
）
と
表
現
し
た
。
こ
れ
が
天

台
大
師
の
止
観
に
よ
る
禅
三
昧
（
禅
定
、
デ
ィ
ヤ
ー
ナ
・
サ
マ

ー
デ
ィ
）
の
体
験
で
あ
る
。

　
こ
の
禅
定
体
験
の
実
際
は
、
ま
ず
目
を
つ
ぶ
る
と
、
そ
こ
で

（
図
一
）
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は
意
識
の
相
対
化
が
は
じ
ま
る
。
さ
ら
に
呼
吸
を
ベ
ー
ス
に
集

中
（
呼
気
）・
観
察
（
吸
気
）
を
く
り
返
す
と
、
そ
こ
に
「
観

て
い
る
自
分
と
、
観
ら
れ
て
い
る
自
分
」
の
相
対
化
が
意
識
さ

れ
る
。
天
台
大
師
は
瞑
想
体
験
を
禅
三
昧
（
禅
定
）
の
体
験
と

呼
び
、
禅
か
ら
三
昧
の
状
態
へ
の
過
程
と
し
て
示
す
が
、
こ
れ

が
瞑
想
状
態
の
は
じ
ま
り
で
あ
り
、
禅
の
体
験
で
あ
る
。
こ
の

過
程
は
調
身
・
調
息
・
調
心
（
三
事
）
か
ら
解
説
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
天
台
大
師
は
こ
の
禅
三
昧
の
体
験
を
「
不
可
思

議
境
」
と
呼
び
、
さ
ら
に
「
華
厳
に
い
う
が
ご
と
し
、『
心
は

工
な
る
画
師
が
種
々
の
五
陰
を
造
る
が
ご
と
し
。
一
切
世
間
の

な
か
に
、
心
よ
り
造
ら
ざ
る
は
な
し
』
と
。」
と
表
現
し
、
止

観
に
よ
っ
て
記
憶
連
鎖
（
四
陰
）
か
ら
離
れ
て
、
た
だ
識
陰
の

み
に
気
づ
く
と
、
そ
れ
は
「
三
界
唯
心
」
の
世
界
だ
っ
た
と
い

う6

※

。
さ
ら
に
天
台
大
師
は
こ
の
「
三
界
唯
心
」
の
体
験
、
不
可

思
議
の
体
験
を
自
己
流
（
外
道
）
の
瞑
想
体
験
と
し
な
い
た
め

に
、
法
華
思
想
の
肝
要
で
あ
る
「
百
界
・
千
如
是
・
三
世
間
」

で
定
量
化
し
、
そ
れ
を
「
一
念
三
千
」
と
し
て
解
説
し
た
の
で

あ
る7

※

（
図
二
）。

（
図
二
）
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○
日
蓮
聖
人
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

　
日
蓮
聖
人
は
こ
の
法
華
思
想
と
し
て
表
現
さ
れ
た
天
台
大
師

の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
体
験
（
一
念
三
千
）
を
前
提
に
し
て
、

そ
の
一
念
三
千
（
法
華
思
想
）
を
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
体
験

へ
と
導
く
た
め
に
、
観
心
（
唱
題
）
と
い
う
瞑
想
技
術
を
明
ら

か
に
す
る
。
観
心
と
は
、
自
我
意
識
を
観
じ
て
地
獄
界
か
ら
仏

界
ま
で
の
「
十
界
」
に
気
づ
く
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
体
験

だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
観
心
の
技
術
に
つ
い
て
、
自
分
自

身
の
姿
に
気
づ
く
た
め
に
は
、
鏡
に
自
分
の
姿
形
を
映
す
よ
う

に
、「
法
華
経
並
に
天
台
所
述
摩
訶
止
観
等
の
明
鏡
」
が
必
要

だ
と
い
う8

※

。

　
つ
ま
り
、
観
心
に
よ
っ
て
、
四
陰
を
置
い
て
た
だ
識
陰
に
気

づ
く
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
法
華
経
」
を
識
陰
に
映

す
こ
と
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
る
こ
と
で
、
記
憶
の
連
鎖

（
四
陰
、
名
色
）
と
識
陰
を
分
離
し
、
記
憶
の
連
鎖
か
ら
離
れ

て
無
心
に
な
る
。
た
だ
識
陰
に
気
づ
く
、「
今
こ
の
瞬
間
」
に

気
づ
く
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
が
唱
題
に
よ
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ

ス
の
体
験
で
あ
り
、
瞑
想
体
験
で
あ
る
（
図
三
）。

（
図
三
）
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こ
こ
ま
で
は
日
蓮
聖
人
と
天
台
大
師
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
体
験
は
同
じ
よ
う
に
見
え
る
が
、
日
蓮
聖
人
は
そ
れ
を
具
体
的
に
整
理

し
、
ど
こ
ま
で
が
認
知
の
対
象
と
な
る
か
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
事
柄
と
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
体
験
を
事
実
に
即
し
峻
別
し
て
い
る
。

　
日
蓮
聖
人
は
「
私
た
ち
の
意
識
の
中
に
十
の
世
界
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
疑
問
に
は
、
肉
体
を
も
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
六
道

（
地
獄
界
・
餓
鬼
界
・
畜
生
界
・
修
羅
界
・
人
界
・
天
界
）
の
様
々
な
欲
望
が
あ
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
と
い
う9

※

。

　
さ
ら
に
、
私
た
ち
に
四
聖
（
声
聞
界
・
縁
覚
界
・
菩
薩
界
・
仏
界
）
な
ど
の
聖
な
る
意
識
が
あ
る
だ
ろ
う
か
の
疑
問
に
は
「
ど
ん
な
悪

人
で
も
、
妻
子
を
慈
愛
す
る
。
こ
こ
に
は
わ
ず
か
だ
が
菩
薩
界
の
意
識
が
見
え
て
い
る10

※

」
と
い
い
、「
人
界
所
具
」
で
は
妻
子
を
慈
愛
す

る
肯
定
的
な
情
動
で
あ
る
「
菩
薩
界
」
ま
で
が
認
知
の
対
象
、
菩
薩
界
ま
で
の
肯
定
的
な
意
識
状
態
が
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
体
験
だ
と

い
う
。
そ
し
て
、「
た
だ
し
仏
界
だ
け
は
論
理
で
は
表
現
で
き
な
い
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
地
獄
界
か
ら
菩
薩
界
ま
で
九
つ
の
意
識
世
界
が

あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
仏
界
は
あ
る
と
信
じ
て
、
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
。」
と
い
う11

※

。
つ
ま
り
、「
仏
界
所
具
」
の
不
可
思
議
境
（
無
意
識
）

は
、
人
界
の
意
識
世
界
、
思
議
（
分
別
）
の
世
界
か
ら
は
気
づ
け
な
い
。
だ
か
ら
「
信
之
勿
令
疑
惑
」
と
、「
信
」
に
よ
っ
て
疑
惑
（
分

別
）
を
離
れ
よ
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
に
表
現
し
て
い
る
。

　
そ
れ
が
な
ぜ
表
現
で
き
な
い
か
と
い
え
ば
、
止
観
に
よ
っ
て
認
知
主
体
の
識
陰
に
気
づ
く
作
業
は
、
過
去
の
記
憶
を
頼
り
に
分
別
す
る

四
陰
を
離
れ
、
識
陰
だ
け
に
気
づ
く
体
験
（
無
分
別
）
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
瞑
想
体
験
の
後
に
そ
の
無
分
別
を
説
明
し
よ
う
と
す

れ
ば
、
自
ず
と
「
分
別
」
に
頼
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
で
は
無
分
別
の
説
明
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

な
事
柄
は
説
明
で
き
な
い
理
由
で
あ
る
。

　「
信
」
を
も
っ
て
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
と
声
高
ら
か
に
唱
題
す
る
と
き
、
私
た
ち
は
、
通
常
の
意
識
（
分
別
）
と
は
異
な
る
次
元
の

意
識
（
無
分
別
）
で
、
仏
界
へ
の
「
気
づ
き
」
を
得
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
表
現
に
つ
い
て
触
れ
て
お
け
ば
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□ 

『
観
心
本
尊
鈔
』「
我
等
が
己
心
の
釈
尊
は
、
五
百
塵
点
、
乃
至
所
顕
の
三
身
に
し
て
、
無
始
の
古
仏
な
り
。（
中
略
）
今
本
時
の
娑
婆

世
界
は
三
災
を
離
れ
四
劫
を
出
で
た
る
常
住
の
浄
土
な
り
。
仏
既
に
過
去
に
も
滅
せ
ず
未
来
に
も
生
せ
ず
、
所
化
以
て
同
体
な
り
。
此

れ
即
ち
己
心
の
三
千
具
足
の
三
種
の
世
間
な
り12

※

。」

□ 

『
立
正
安
国
論
』「
汝
早
く
信
仰
の
寸
心
を
改
め
て
、
速
に
実
乗
の
一
善
に
帰
せ
よ
。
然
ら
ば
則
ち
三
界
は
皆
仏
国
な
り
、
仏
国
其
れ

衰
へ
ん
や
。
十
方
は
悉
く
宝
土
な
り
、
宝
土
何
ぞ
壊
れ
ん
や
。
国
に
衰
微
な
く
土
に
破
壊
無
く
ん
ば
、
身
は
是
れ
安
全
に
、
心
は
是
れ

禅
定
な
ら
ん13

※

。」

　
こ
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
文
言
は
、「
仏
界
所
具
」
の
認
知
の
こ
と
で
「
人
界
所
具
」
か
ら
は
気
づ
け
て
い
な
い
た
め
に
、
観
心
に
よ

っ
て
妻
子
を
慈
愛
す
る
肯
定
的
な
瞑
想
体
験
が
な
け
れ
ば
そ
の
意
味
を
失
う
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
こ
こ
に
「
行
学
二
道
」
の
具
体
的
な

行
い
が
求
め
ら
れ
る
所
以
が
あ
る
。

○
結
論
と
し
て

　
こ
れ
ま
で
を
総
括
す
れ
ば
、
唱
題
に
よ
る
瞑
想
体
験
が
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
で
あ
る
。
こ
の
体
験
を
仏
教
文
献
か
ら
読
み
取
る
と
、
唱

題
に
よ
る
成
仏
（
仏
界
）
は
、
そ
れ
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
（
不
可
思
議
）
な
こ
と
が
ら
だ
か
ら
意
識
化
で
き
な
い
。
だ
か
ら
「
信
じ
る
」

こ
と
で
無
分
別
の
意
識
状
態
を
誘
導
せ
よ
と
、
信
ず
る
こ
と
の
安
ら
ぎ
状
態
（
以
信
代
慧
）
を
強
調
す
る
。
さ
ら
に
唱
題
に
よ
る
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
は
健
康
的
な
慈
愛
の
心
（
菩
薩
界
）
ま
で
が
、
意
識
化
の
対
象
に
な
る
と
い
う
。
ま
さ
に
こ
の
健
康
的
な
意
識
状
態
に
気
づ

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
成
仏
を
志
向
し
、
成
仏
へ
の
信
行
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
伝
統
的
な
仏
教
の
営
み
、「
行
学
二

道
」
の
世
界
で
あ
る
（
仏
道
）。
と
く
に
「
唱
題
成
仏
」
で
は
、「
唱
題
」
に
よ
る
菩
薩
界
な
ど
健
康
的
な
瞑
想
体
験
を
追
求
す
る
こ
と
で
、

そ
こ
に
「
成
仏
」
と
い
う
信
仰
の
動
機
、
教
化
学
・
社
会
化
が
図
ら
れ
、
そ
れ
が
宗
教
運
動
と
な
る
と
結
論
で
き
る
。
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※
１

　
こ
の
瞑
想
体
験
と
は
、
天
台
大
師
の
い
う
禅
定
（
デ
ィ
ヤ
ー
ナ
・
サ
マ
ー
デ
ィ
）
体
験
の
こ
と
で
あ
り
、
自
我
意
識
の
相
対
関
係
（
観
て
い

る
自
分
と
、
観
ら
れ
て
い
る
自
分
）
に
あ
る
禅
の
状
態
か
ら
、
そ
れ
が
統
一
さ
れ
た
三
昧
の
状
態
を
体
験
す
る
ま
で
の
過
程
の
こ
と
で
あ
る
。

だ
か
ら
、「
今
こ
の
瞬
間
」
に
気
づ
く
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
も
残
深
が
あ
る
。

※
２

　
介
爾
有
心
即
具
三
千
、
大
正
四
六

　
五
四
Ａ

※
３

　
陰
入
界
境
者
。
謂
五
陰
十
二
入
十
八
界
也
。
陰
者
陰
蓋
善
法
。
此
就
因
得
名
。
又
陰
是
積
聚
。
生
死
重
沓
此
就
果
得
名
。
入
者
渉
入
亦
名
輪

門
。
界
名
界
別
亦
名
性
分
。
毘
婆
沙
明
三
科
開
合
。
若
迷
心
開
心
爲
四
陰
。
色
爲
一
陰
。
若
迷
色
開
色
爲
十
入
及
一
入
少
分
。
心
爲
一
意
入
及

法
入
少
分
。
若
倶
迷
者
開
爲
十
八
界
也
。
大
正
四
六
　
五
一
Ｃ

※
４

　
天
台
大
師
は
色
受
行
想
の
四
陰
を
「
名
色
」
と
い
い
、
そ
の
記
憶
連
鎖
が
認
知
主
体
（
識
陰
）
に
映
る
こ
と
で
自
意
識
が
生
起
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
私
た
ち
の
自
意
識
と
は
、
自
ら
の
呼
吸
が
出
入
り
す
る
感
覚
に
気
づ
く
こ
と
で
、「
観
て
い
る
自
分
と
、
観
ら
れ
て
い
る
自
分
」

の
内
観
関
係
と
し
て
始
ま
る
。
ま
ず
呼
吸
の
出
入
り
を
感
覚
で
捉
え
る
自
分
と
、
そ
れ
を
言
語
化
す
る
自
分
が
い
る
。
こ
れ
が
名
色
（
ナ
ー

マ
・
ル
ー
パ
）
で
あ
り
、
存
在
（
色
）
に
気
づ
い
て
名
前
を
つ
け
る
（
名
）
と
い
う
人
間
の
認
識
作
用
が
記
憶
連
鎖
を
生
み
だ
し
て
ゆ
く
の
で

あ
る
。

※
５

　
今
當
去
丈
就
尺
去
尺
就
寸
。
置
色
等
四
陰
但
觀
識
陰
。
識
陰
者
心
是
也
。
大
正
四
六

　
五
二
Ａ
│
Ｂ

※
６
　
如
華
厳
云
。
心
如
工
畫
師
造
種
種
五
陰
。
一
切
世
間
中
莫
不
従
心
造
。
大
正
四
六
　
五
二
Ｃ

※
７

　
夫
一
心
具
十
法
界
。
一
法
界
又
具
十
法
界
百
法
界
。
一
界
具
三
十
種
世
間
。
百
法
界
即
具
三
千
種
世
間
。
此
三
千
在
一
念
心
。
若
無
心
而
已
。

介
爾
有
心
即
具
三
千
。
大
正
四
六
　
五
四
Ａ

※
８

　
設
諸
経
之
中
所
々
雖
載
六
道
竝
四
聖
。
不
見
法
華
経
竝
天
台
大
師
所
述
摩
訶
止
観
等
明
鏡
。
不
知
自
具
十
界
百
界
千
如
一
念
三
千
也
。
定
本

一
、
七
〇
四
頁

※
９

　
数
見
他
面
或
時
喜
或
時
瞋
或
時
平
或
時
貪
現
時
癡
現
或
時
諂
曲
。
瞋
地
獄
貪
餓
鬼
癡
畜
生
諂
曲
修
羅
喜
天
平
人
也
。
於
他
面
色
法
六
道
共
有

之
。
四
聖
冥
伏
不
現
委
細
尋
之
可
有
之
。
定
本
一
、
七
〇
四
頁

※
10
　
無
雇
悪
人
猶
慈
愛
妻
子
。
菩
薩
界
一
分
也
。
定
本
一
、
同
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※
11

　
但
仏
界
計
難
現
。
以
具
九
界
強
信
之
勿
令
疑
惑
。
定
本
一
、
七
〇
五
頁

※
12

　
我
等
己
心
釈
尊
五
百
塵
點
乃
至
所
顕
三
身
無
始
古
仏
也
。﹇
中
略
﹈
今
本
時
娑
婆
世
界
離
三
災
出
四
劫
常
住
浄
土
。
仏
既
過
去
不
滅
未
来
不
生
。

所
化
以
同
体
。
此
即
己
心
三
千
具
足
三
種
世
間
也
。
定
本
一
、
七
一
二
頁

※
13

　
汝
早
改
信
仰
之
寸
心
速
帰
実
乗
之
一
善
。
然
則
三
界
皆
仏
国
也
。
仏
国
其
衰
哉
。
十
方
悉
宝
土
也
。
宝
土
何
壊
哉
。
国
無
衰
微
土
無
破
壊
身

是
禅
定
。
定
本
一
、
二
二
六
頁
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